
いじめの認知件数及び解消率の推移 (Ｈ28～Ｒ3 年度)  

 

【文部科学省「生徒指導上の諸課題に関する調査」結果より（県内国公私立）】 

 

 

※いじめ認知件数は、令和２年度に減少し、令和３年度は全校種で増加した。  

 

 

 

※認知したいじめについては、解消に向けた組織的対応に努め、安易に解消とせず少なくとも   

３ヶ月間の観察を経て、解消の判断をすることが定着してきている。  
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